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新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

�

代
表
理
事
組
合
長　
　
　
　
　

�

根

本

　

実

　　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
皆
さ
ま
に
は
お
元
気
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
事
業
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
情
勢
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
も
と
Ｅ
Ｕ
圏
の
金

融
危
機
と
ド
ル
安
に
よ
り
円
高
が
続
き
、
企
業
の
海
外

進
出
に
よ
る
産
業
の
空
洞
化
現
象
と
非
正
規
職
員
の
増

加
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
様
相
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
相
ま
っ
て
消
費
動
向
は
高
齢
者
と
単
身
世
帯
の

増
加
に
よ
り
消
費
の
低
迷
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
面
で
は
、
昨
年
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
放
射
能
漏
れ
に
よ
る
影
響
で
東
日
本
・
７
都

県
の
農
畜
産
物
が
風
評
被
害
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
西

日
本
で
は
取
引
拒
否
や
出
荷
価
格
が
半
値
に
遭
う
な
ど

厳
し
い
販
売
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
）
交
渉
参
加
を
表
明
し
て
お
り
、
そ
の
影
響

は
農
産
物
輸
入
の
自
由
化
と
食
品
の
安
全
性
（
牛
の
月

齢
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
等
の
規
制
緩
和
）
医
療
や
医

薬
品
、
さ
ら
に
人
の
移
動
で
は
弁
護
士
や
低
賃
金
労
働

者
の
受
入
な
ど
、
こ
の
ほ
か
24
分
野
で
関
税
と
非
関
税

障
壁
の
撤
廃
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
情
報
公
開

を
政
府
に
求
め
、
日
本
農
業
に
と
っ
て
不
利
な
条
件
が

あ
れ
ば
「
即
撤
退
を
求
め
る
運
動
」
の
展
開
を
す
る
所

存
で
す
。

　

ま
た
Ｊ
Ａ
富
里
市
で
は
昨
年
十
一
月
に
県
下
Ｊ
Ａ
で

初
め
て
放
射
性
物
質
検
出
器
（
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
タ

イ
プ
）
を
導
入
し
、
野
菜
や
果
樹
、
土
壌
、
堆
肥
な
ど

の
放
射
性
物
質
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
か
ら
放
射
性
物
質
の
暫
定
規

制
値
が
５
０
０
ベ
ク
レ
ル
か
ら
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
風
評
被
害
か
ら
産
地
を
守
る
た
め
、

卸
売
市
場
や
直
販
・
産
直
販
売
、
さ
ら
に
加
工
・
原
料

出
荷
野
菜
な
ど
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施
し
て

Ｊ
Ａ
ネ
ッ
ト
で
実
需
者
及
び
消
費
者
に
対
し
て
安
心
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
面
で
は
組
合
員
の
営
農
事

業
に
ウ
エ
ー
ト
を
置
き
、
西
瓜
や
冬
人
参
に
次
ぐ
地
域

生
産
振
興
野
菜
（
新
た
な
野
菜
）
の
発
見
と
産
地
化
を

推
し
進
め
、
担
い
手
が
持
続
で
き
る
経
営
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

販
売
事
業
は
販
売
先
を
明
確
に
し
た
市
場
戦
略
を
構

築
し
て
有
利
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
直
販
事
業
で
は
ス
ー
パ
ー
各
社
と
の
契
約
取

引
を
強
化
し
、
組
合
員
の
再
生
産
価
格
に
結
び
つ
け
ま

す
。

　

購
買
事
業
は
営
農
コ
ス
ト
削
減
対
策
と
し
て
、
予
約

共
同
購
入
制
度
の
組
合
員
浸
透
を
推
し
進
め
、
仕
入
競

争
に
よ
る
廉
価
な
生
産
資
材
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

信
用
事
業
は
組
合
員
の
金
融
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
窓

口
サ
ー
ビ
ス
と
融
資
相
談
に
よ
り
営
農
及
び
生
活
資
金

等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

共
済
事
業
は
「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」
の
総
合
保

障
点
検
を
推
し
進
め
、
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

優
良
な
保
障
を
提
供
し
ま
す
。

　

直
販
事
業
は
直
売
部
員
４
２
０
名
に
よ
り
「
地
産
地

消
」
を
推
し
進
め
、
取
り
扱
い
額
６
億
３
千
万
円
突
破

を
目
指
し
ま
す
。

　

日
本
経
済
の
低
迷
が
続
く
な
か
で
、
低
金
利
政
策
が

続
き
貯
金
等
の
運
用
収
益
は
さ
ら
に
減
少
し
、
共
済
事

業
も
外
資
系
保
険
会
社
と
の
競
争
が
激
化
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
経
営
面
で
は
厳
し
い
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
富
里
市
で
は
原
点
で
あ
る
経
済
事
業
に
役
職
員

一
体
と
な
り
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
指
導
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
組
合
員
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄

を
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。



こんにちは女性部です。

　ＪＡの女性部では 12月 17日、ＪＡ千葉中央会とＪＡ

千葉女性部協議会主催の千葉県家の光大会に参加しまし

た。

　千葉市中央区の千葉県農業会館で行われた家の光大会

には当ＪＡから女性部・事務局合わせて５名が出席しま

した。

　大会では、県内５ブロックから代表１名が家の光の記

事を活用した体験発表が行われ、市原・千葉・印旛地区

からはＪＡ千葉みらい女性部代表の方が『女性部活動報

告について』活動内容など発表しました。その後、記念

講演が行われ参加者は有意義な時間を過ごしました。

　今後女性部では、下記日程で行事を予定しています。

詳しくは営農指導課・女性部事務局までお問い合わせください。

ＴＥＬ：０４７６－９３－５６５１

～今後の行事予定～

○平成２４年２月３日（金）　ＪＡ女性部通常総会　１３時３０分～　

　（場所：農協会館３Ｆ）

○平成２４年３月（日にちは未定）　　ストレッチ体操
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
情
報
番
組
「
あ
さ
イ

チ
」
が
12
月
22
日

、
Ｊ
Ａ
富
里
市
の

産
直
セ
ン
タ
ー
２
号
店
で
生
中
継
を
行

い
ま
し
た
。

　

「
産
直
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
と
い
う
番
組

コ
ー
ナ
ー
で
放
送
さ
れ
た
も
の
で
、
２

号
店
で
販
売
し
て
い
る
野
菜
や
加
工
品
、

富
里
産
豚
肉
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　

中
継
に
は
直
売
部
会
の
堀
江
光
洋
さ

ん
も
登
場
し
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
ー
ク

（
千
葉
ヨ
ー
ク
）
の
美
味
し
さ
を
ピ
ー

ア
ー
ル
し
ま
し
た
。
放
送
の
反
響
は
大

き
く
、
２
号
店
で
は
放
送
直
後
か
ら
問

い
合
せ
の
電
話
が
鳴
り
続
け
、
職
員
は

対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
12
月
に
購
買
店
舗
前
の
ス

ペ
ー
ス
に
掲
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
座
談
会
等
で
要
望
も
あ
っ
て

今
回
の
設
置
と
な
り
ま
し
た
が
、

　

今
後
は
Ｊ
Ａ
の
行
事
予
定
や
各
事
業

の
取
り
組
み
、
取
り
扱
い
商
品
等
の
ご

案
内
、
産
直
セ
ン
タ
ー
で
の
イ
ベ
ン
ト

等
、
身
近
な
情
報
を
張
り
出
し
、
組
合

員
を
は
じ
め
広
く
利
用
者
の
方
に
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
こ
ん
な
事
が
あ
る
よ
！
」

と
か
「
こ
ん
な
も
の
を
売
り
た
い
、
買

い
た
い
」
と
言
っ
た
情
報
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

内
容
に
よ
っ
て
掲
示
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
の
で
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

千葉県家の光大会の様子

写真提供：ＪＡ千葉中央会

取材を受ける堀江さん

新しく設置された掲示板

直
売
所
と

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ポ
ー
ク
を
紹
介

掲
示
板
を
設
置



ウリ類の新病害 （ウイルス病） について

　千葉県では現在、キュウリ退緑黄化病（病原ウイルス：ウリ類退緑黄化ウイルス（ＣＣＹ V））が広域で

発生しています。

　この病気はタバココナジラミによるウイルスの媒介によって広がり、スイカ・メロンでは小玉化・糖度低

下、キュウリでは減収という被害が発生します。

　今後、キュウリ及び春作のメロンやスイカへの発生が拡大するおそれがあるので、地域全体で防除を徹底

する必要があります。

　＜防除対策＞

　育苗期にタバココナジラミの防除を徹底し、コナジラミやウイルス感染株を畑へ持ち込まない。

　育苗期又は定植時にタバココナジラミに登録のある薬剤で防除し、生育初期の感染防止に努める。

　施設の出入口などに黄色粘着資材を設置し、タバココナジラミの早期発見と施設への侵入防止に努め

る。

　施設内及び周辺の雑草は媒介昆虫の発生源となるので、除草を徹

底する。

　発病株は伝染源となるので、見つけ次第抜き取り、ビニル袋等に

入れて、完全に枯れるまで密閉処理してから処分する。また、摘

葉や整枝した作物残さは野外に放置せず、同様に処分する。

　収穫終了後は、直ちに地際から切断または抜根した上で、施設を

密閉処理して媒介昆虫を死滅させる。

表　タバココナジラミ類の主な殺虫剤

薬　剤　名 キュウリ メ　ロ　ン ス　イ　カ
ミツバチへの

影響日数目安

A ス タ ー ク ル 粒 剤 ○ ○ ○ (アブラムシで登録 ) ２１日以上

スタークル顆粒水溶剤 ○ ○ ○ (アブラムシで登録 ) ２０日

ベストガード水溶剤 ○ ○ ○ １０日

ダ ン ト ツ 水 溶 剤 ○ ○ ○ (アブラムシで登録 ) ３０日以上

モ ス ピ ラ ン 水 溶 剤 ○ ○ (アブラムシで登録 ) ○ １日

Ｂ サンマイトフロアブル ○ ○ ○ ３日

Ｃ コ ロ マ イ ト 乳 剤 ○ ○ ○ (ハダニで登録 ) １～３日

Ｄ チ ェ ス 顆 粒 水 和 剤 ○ ○ (アブラムシで登録 ) ○ (アブラムシで登録 ) １日

Ｄ ハ チ ハ チ 乳 剤 ○ ○ ５日

A：ネオニコチノイド系、Ｂ：ピラゾール・ピリダジン、Ｃ：マクロライド系、Ｄ：その他

※系統の異なる薬剤をローテーションしましょう。

※使用する際はラベルを確認してから使用しましょう。

キュウリの葉の進行した病症
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定期人事異動があり、次の通りとなります

平成 23年 12月 1日付（　）内は旧任部署

（異動・係長職）

△　二上　静枝　　金融課　　　係長　　　　　　（産直事業課　係長）

△　橋本　剛志　　産直事業課　係長　　　　　　（金融営業課　係長）

（異動・一般職）

△　伊藤　　郁　　共済課　　　　　　　　　　　（金融営業課）

△　小野沢龍洋　　金融課　　　　　　　　　　　（融資課）

△　上原　隆之　　金融営業課　　　　　　　　　（共済課）

△　黒崎　康志　　販売事業課　　　　　　　　　（直販開発課）

△　木村　知幸　　総務課　　　　　　　　　　　（融資課）

△　木川　貴弘　　金融営業課　　　　　　　　　（販売事業課）

△　飯田　幸子　　金融課　　　　　　　　　　　（総務課）

△　仁浜　有紀　　総務課　　　　　　　　　　　（金融課）

△　稲垣　和樹　　直販開発課　　　　　　　　　（総務課）

平成 24年 1月 4日付（　）内は旧任部署

△　鈴木　武雄　　ＪＡライフ出向　　　　　　　（購買生活課　課長）

△　伯耆　清隆　　債権保全・審査室　課長代理（ＪＡライフ出向）

　� 　

平成 23年 12月 31日付

[定年退職 ]

◇　債権保全・審査室　　相川　廣美

　　　　　組合員・地域住民の皆様、長い間お世話になりました。



国
際
協
同
組
合
年

（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
）
と
は
？

国
連
が
２
０
１
２
年
を

国
際
協
同
組
合
年
と
定
め
た
背
景

　

国
連
は
２
０
１
２
年
を
国
際
協
同
組
合
年

（International�Y
ear�of�C

o-operatives=

Ｉ
Ｙ
Ｃ
）
と
定

め
ま
し
た
。

　

国
連
は
、
協
同
組
合
を
「
人
々
の
経
済
社
会
開
発
へ

の
最
大
限
の
参
加
を
促
し
て
い
る
」「
持
続
可
能
な
開
発
、

貧
困
の
根
絶
、
都
市
と
農
村
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

経
済
部
門
の
生
計
に
貢
献
で
き
る
企
業
体
・
社
会
的
事
業

体
」
と
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
２
０
０
７
年
の
食
料
危
機
、

２
０
０
８
年
以
降
の
金
融
・
経
済
危
機
に
対
し
、
協
同
組

合
が
高
い
耐
久
力
・
回
復
力
を
示
し
た
、
と
の
認
識
が
あ

り
ま
す
。

Ｉ
Ｙ
Ｃ
の
目
標
は

「
協
同
組
合
の
認
知
度
向
上
」

　

国
連
は
、
Ｉ
Ｙ
Ｃ
の
目
標
を
「
社
会
経
済
開
発
に
対
す

る
（
協
同
組
合
の
）
貢
献
に
関
す
る
認
知
度
を
高
め
る
」

な
ど
と
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
協
同
組
合
が
よ
り
よ
い
社

会
を
築
き
ま
す
」
に
定
め
て
い
ま
す
。「
協
同
組
合
は
価

値
あ
る
存
在
だ
が
、
多
く
の
人
が
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て

い
な
い
。
Ｉ
Ｙ
Ｃ
を
定
め
る
の
で
、
協
同
組
合
へ
の
理
解

促
進
の
契
機
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
の
が
、
国
連
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

い
つ
の
時
代
も
課
題
が
あ
り

「
協
同
」
で
の
解
決
を
模
索
し
た

　

１
８
４
４
年
、
英
国
で
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
組
合
が
誕
生
し

ま
し
た
。
荒
々
し
い
資
本
主
義
の
勃
興
期
に
、
生
活
用
品

の
高
騰
、
混
ぜ
物
販
売
な
ど
の
不
正
、
高
利
貸
し
な
ど
に

苦
し
む
人
々
が
、
協
同
組
合
を
つ
く
っ
て
暮
ら
し
を
守
ろ

う
と
し
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
も
天
保
9
（
１
８
３
８
）
年
、
大
原
幽
学
の

指
導
に
よ
る
「
先
祖
株
組
合
」
が
誕
生
し
、
信
用
、
営
農
、

共
済
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
二
宮
尊
徳
の
「
報

徳
社
」
と
共
に
、
日
本
の
農
協
の
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
歴
史
の
積
み
重
ね
の
上
に
、
現
在
の
協
同
組

合
が
あ
り
ま
す
。

　

協
同
組
合
は
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
・
願
い
に
応
え
る
こ

と
で
発
展
し
ま
し
た
。
背
景
に
は
、
い
つ
の
時
代
も
困
難

な
課
題
が
あ
る
こ
と
、
人
々
に
は
「
助
け
合
う
」
気
持
ち

が
常
に
あ
り
、
共
助
に
よ
り
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
よ

う
と
し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
わ
が
国
社
会
を
ど
う
見
る
か

　

わ
が
国
経
済
は
市
場
経
済
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
安
定
的
な
食
料
供
給
、

地
域
社
会
の
疲
弊
、
高
齢
者
福
祉
、
地
方
医
療
な
ど
の
課

題
は
、
市
場
経
済
の
徹
底
で
解
決
可
能
で
し
ょ
う
か
。

　

数
年
前
、
小
泉
内
閣
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
あ
る
経
済

学
者
が
、「
懺
悔
（
ざ
ん
げ
）
の
書
」
と
称
さ
れ
る
書
籍

を
著
さ
れ
ま
し
た
。
同
書
に
は
、
市
場
原
理
主
義
、
小
泉

協
同
組
合
と
歩
む

２
０
１
２
年
は
国
際
協
同
組
合
年
、
そ
の
意
義
と
課
題

２
０
１
２
年
は
国
際
連
合
（
以
下
、
国
連
）
が
定
め
た
国
際
協
同
組
合
年
に
当
た
り
ま
す
。
私
た
ち
が
協
同

組
合
と
歩
む
意
義
や
課
題
に
つ
い
て
、
国
際
協
同
組
合
年
を
き
っ
か
け
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�

Ｊ
Ａ
全
中
総
務
企
画
部
長　

比

嘉

政

浩

平成24年1月15日第  388  号 東 美 の 里

●� � URL:www.ja-tomisato.or.jp





構
造
改
革
路
線
は
誤
り
だ
っ
た
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
公
正
な
社
会
実
現
の
た
め
に
は
、
国
や
さ
ら
に

小
さ
な
単
位
で
の
経
済
・
社
会
の
仕
組
み
や
長
期
的
観
点
・

信
頼
を
基
に
し
た
企
業
経
営
、
考
え
る
現
場
、
自
然
と
の

共
生
、
中
間
的
共
同
体
が
重
要
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
筆

者
個
人
の
所
感
で
す
）。

　

市
場
経
済
は
万
能
で
は
な
い
、
と
の
認
識
が
広
が
り
、

個
別
分
野
で
の
解
決
策
は
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

わ
が
国
社
会
の
課
題
は
深
刻
化
し
て
お
り
、
あ
る
べ
き
社

会
の
全
体
像
は
描
き
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
わ
が
国

社
会
の
現
状
と
考
え
ま
す
。

ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
組
合
の
誕
生
時
と

同
様
の
「
社
会
矛
盾
」
の
中
で

　

ロ
ッ
チ
デ
ー
ル
組
合
誕
生
当
時
も
、
社
会
矛
盾
が
あ

り
ま
し
た
。「
歴
史
の
後
知
恵
」
が
可
能
な
わ
れ
わ
れ
は
、

労
働
法
制
整
備
、
消
費
者
・
金
融
行
政
確
立
、
情
報
公
開

な
ど
の
解
決
策
を
提
示
で
き
ま
す
。
協
同
組
合
の
大
き
な

役
割
も
知
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
19
世
紀
の
人
々
は
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。

当
時
の
人
々
は
、
確
信
は
な
い
が
で
き
る
こ
と
か
ら
や
ろ

う
、
と
、
例
え
ば
協
同
組
合
を
つ
く
り
ま
し
た
。
他
の
対

策
も
試
行
錯
誤
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
課
題
は
解
決
に
向

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
当
時
に
似
た
面
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

命
を
支
え
る
農
業
が
縮
小
し
て
い
い
の
か
。
格
差
が
拡

大
し
、
地
域
の
活
気
が
失
わ
れ
て
い
い
の
か
。
全
体
像
は

ま
だ
見
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
協
同
組
合
に
対
す
る
期
待

は
あ
り
、一
定
の
実
績
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
課
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
が
、
使

命
を
感
じ
、
努
力
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
担
う

社
会
的
意
義

Ｊ
Ａ
に
対
す
る
理
解
を
広
げ
た
い

　

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
大

き
な
社
会
的
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。
自
ら
の
収
益
で
営

農
指
導
し
農
業
振
興
し
て
い
る
、
採
算
困
難
な
農
村
部
で

も
高
齢
者
福
祉
・
医
療
を
提
供
し
て
い
る
、
助
け
合
い
組

織
な
ど
多
く
の
地
域
運
動
を
支
え
て
い
る
、
地
産
地
消
や

金
融
・
共
済
を
通
じ
地
域
内
の
資
金
循
環
を
促
し
て
い
る
、

地
域
か
ら
離
れ
ず
（
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
）、
地
域
と

共
に
何
と
か
突
破
口
を
探
す
努
力
を
し
て
い
る
、
こ
と
な

ど
で
す
。

　

Ｉ
Ｙ
Ｃ
を
契
機
に
、
従
来
以
上
に
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
理
解

を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
Ｉ
Ｙ
Ｃ
実
行
委
員
会
等
の

活
動
具
体
策

　

わ
が
国
で
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
生
協
、
漁
協
、
労
協
、

信
金
な
ど
の
全
国
組
織
の
代
表
者
や
有
識
者
で
構
成
す
る

「
Ｉ
Ｙ
Ｃ
全
国
実
行
委
員
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
運
動

重
点
を
「
社
会
・
経
済
に
対
す
る
協
同
組
合
の
貢
献
に
つ

い
て
の
認
知
度
向
上
」
に
定
め
、Ｈ
Ｐ
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、

イ
ベ
ン
ト
、
説
明
資
料
の
作
成
、
Ｃ
Ｍ
で
の
紹
介
、
ロ
ゴ

や
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
露

出
を
増
や
し
、
Ｈ
Ｐ
な
ど
に
誘
導
し
て
、
協
同
組
合
へ
の

理
解
を
広
げ
た
い
、
特
に
、
情
報
発
信
力
を
持
つ
マ
ス
コ

ミ
関
係
者
、
有
識
者
に
対
し
理
解
を
求
め
た
い
、
と
考
え

て
い
ま
す
。Ｉ

Ｙ
Ｃ
を
契
機
に

　

Ｊ
Ａ
で
の
活
動
は
、
各
県
中
か
ら
別
途
提
起
が
あ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
私
か
ら
お
願
い
し
た
い
の
は
次
の
活
動

で
す
。


Ｊ
Ａ
か
ら
の
情
報
発
信
に
際
し
、「
２
０
１
２
年
は
国

連
が
定
め
た
Ｉ
Ｙ
Ｃ
」「
世
界
的
に
協
同
組
合
は
評
価

さ
れ
て
い
る
」
と
の
2
点
を
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
統
一
コ
ン
テ
ン
ツ
」
で
も
Ｉ
Ｙ
Ｃ
を

取
り
上
げ
ま
す
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し
ま
す
。


名
刺
、
印
刷
物
な
ど
を
通
じ
て
、
ロ
ゴ
や
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
露
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
関
心
を
持
っ
た
方
が
Ｉ

Ｙ
Ｃ
の
Ｈ
Ｐ
を
見
れ
ば
、
理
解
が
広
が
り
ま
す
。

誇
り
に
思
う

　

私
た
ち
Ｊ
Ａ
は
、
国
連
が
協
同
組
合
を
高
く
評
価
し
、

Ｉ
Ｙ
Ｃ
を
定
め
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｉ
Ｙ
Ｃ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
自
体
が
そ
の
意
義

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
こ
れ
を
契
機
に
、
国
連

も
う
ま
く
使
っ
て
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
広
げ
る
こ
と
、
自
ら

の
役
割
を
自
覚
し
直
す
こ
と
の
2
点
で
あ
る
と
考
え
、
取

り
組
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　　　富里市十倉（武州地区）

　　　　　　金子　莉
り

央
お

さん　（１３歳）

　　　　　　　　　怜
れ な

那ちゃん（１１歳）

　　　　　　　　　瑠
る い

音ちゃん（　８歳）

　今回は武州地区の金子さんのお宅にお伺いしました。

　長女の莉央さんは中学校に入学してからバスケットボールを

始め、勉強と部活の両立に頑張っています。次女の怜那ちゃん

と三女の瑠音ちゃんは成田の女子サッカーチームに入り、怜那

ちゃんのポジションはフォワード（ＦＷ）、瑠音ちゃんはミッ

ドフィルダー（ＭＦ）で日々練習しています。

　なでしこＪＡＰＡＮの丸山桂里奈選手と川澄奈穂美選手の

ファンだそうです。

� 【父：聡さん】　【母：恵美さん】

� 【祖父：栄さん】　【祖母：きよえさん】

今月の表紙

かがやけ未来の後継者
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寒
く
な
る
と
湿
度
も
下
が
り
、
空
気
が
乾

燥
す
る
た
め
、
皮
膚
も
乾
燥
し
、
皮
膚
の
一

番
外
側
に
あ
る
角
層
が
障
害
さ
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
炊
事
や
洗

濯
な
ど
の
水
を
使
う
仕
事
が
加
わ
る
と
、
余

計
に
手
荒
れ
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

症
状
の
現
れ
方
は
、
ま
ず
手
が
か
さ
か
さ

し
て
乾
燥
し
ま
す
。
そ
の
後
、
赤
み
が
出
て

炎
症
が
起
き
、
湿
疹
や
か
ゆ
み
を
伴
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
炎
症
が
強
く
な
る
と
、
ひ
び

割
れ
が
起
き
、
時
に
は
手
を
使
う
仕
事
が
で

き
な
い
ほ
ど
の
痛
み
が
出
て
き
ま
す
。

　

手
荒
れ
の
予
防
に
は
、
ま
ず
皮
膚
に
対
す

る
刺
激
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
こ
と
で
す
。

食
器
洗
い
や
洗
濯
な
ど
の
水
仕
事
を
す
る
と

き
は
、
洗
剤
な
ど
の
刺
激
物
に
直
接
触
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
冬
場
に
、
お
湯
な

ど
で
食
器
洗
い
を
す
る
と
、
皮
膚
の
表
面
を

覆
っ
て
い
る
皮
脂
が
流
さ
れ
て
、
皮
膚
が
乾

燥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
水
仕
事
の
際
は
ゴ
ム
手
袋
を

着
け
て
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。
皮
膚
の
弱
い

人
の
場
合
は
、
ゴ
ム
手
袋
だ
け
で
は
か
ぶ
れ

を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
木
綿
の
手
袋

の
上
に
ゴ
ム
手
袋
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

手
を
使
っ
た
後
は
、
き
ち
ん
と
ケ
ア
を
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
水
で
濡
れ
た
手
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
手
が
乾
く
と
き
に
、

角
層
の
水
分
も
蒸
発
し
て
し
ま
う
た
め
、
皮

膚
が
乾
燥
し
て
し
ま
い
ま
す
。
水
仕
事
後
の

濡
れ
た
手
は
、
き
ち
ん
と
水
分
を
拭
き
取
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
後
す

ぐ
、
保
湿
剤
を
塗
っ
て
お
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

主
な
保
湿
剤
に
は
、
油
性
の
ワ
セ
リ
ン
や

尿
素
入
り
の
ク
リ
ー
ム
、
乳
液
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
よ
く
手
荒
れ
を
起
こ
す
人
は
、
寒
く

な
る
前
に
予
防
の
た
め
に
水
仕
事
の
後
や
入

浴
後
な
ど
に
小
ま
め
に
塗
っ
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

健
康
百
貨

 

冬
の
手
荒
れ
予
防

�

佐
久
間
総
合
病
院
名
誉
院
長　

松

島

松

翠
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羊
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水
瓶
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２
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魚
　
座
２
／
19
～

�

３
／
20

【全体運】仕事など、すべきこと

が終わったら、自分の時間を楽

しんで。習い事を始めたりする

と、充実感を味わえます

【健康運】ウォーキングを始める

と、気力もアップ

【幸運を呼ぶ食べ物】おから

【全体運】得意なことが増えるな

ど、自分に自信が持てそう。新

しいことを始めるのも大賛成で

す。買い物は新製品につき

【健康運】意識的に体を動かせば

体調に好変化が

【幸運を呼ぶ食べ物】しょうが湯

【全体運】小さな喜びが重なる予

感。感謝の気持ちを持って過ご

せれば、さらなる幸運を引き寄

せられます。思いやりも大切に

【健康運】無理をせず、たっぷり

休養を取るのが吉

【幸運を呼ぶ食べ物】ワカサギ

天
秤
座
９
／
23
～

�

10
／
23
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21

【全体運】前向きな気持ちになれ

るはず。情報収集が確実なら、思

い切ってアクションを起こすの

が正解。旅行もラッキー

【健康運】栄養に配慮し、食生活

の改善を図って

【幸運を呼ぶ食べ物】寄せ鍋

【全体運】やたらとイライラせず、

のんびり過ごしてみて。一人の

時間を楽しむことで、気持ちに

ゆとりが生まれる気配

【健康運】マッサージをすると良

い影響が

【幸運を呼ぶ食べ物】長ネギ

【全体運】コミュニケーション運

が高まっています。初対面の相

手とも、すんなり親しくなれそ

う。趣味に励むのもグッド

【健康運】ストレスをためずに、

適度な気分転換を

【幸運を呼ぶ食べ物】甘エビ
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23
～

�
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／
22

【全体運】考え方が暗くなりがち。

物事を邪推しやすくなるので、

楽天的な発想を大切に。自然に

触れ、リフレッシュして

【健康運】まずまず順調。特に問

題なく過ごせそう

【幸運を呼ぶ食べ物】ココア

【全体運】勢いのあるときと、そ

うでないときの落差が激しい時

期。少々のことで落ち込まず、

どっしり構えるのがベスト

【健康運】小まめに動くことで、

体調も上向く兆し

【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ

【全体運】完璧を目指す気持ちが

強過ぎ、かえって物事の進行を遅

らしてしまう結果に。あまり気張

らず、ゆったり構えて

【健康運】リラックスと笑顔を心

掛ければ、開運に

【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ

牡
羊
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３
／
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牡
牛
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�
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／
21

双
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５
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22
～

�

６
／
21

【全体運】知的好奇心が高まって

くる期間です。やってみたいこ

とがあるなら、ぜひトライして。

新しい趣味を持つのも◎

【健康運】体をいたわり、規則正

しい生活を送って

【幸運を呼ぶ食べ物】お汁粉

【全体運】プレッシャーに弱くな

りそう。できる人と比べず、マ

イペースに取り組んで。クラッ

シックを聴き、リラックスを

【健康運】体調良好。気軽に運動

を楽しむチャンス

【幸運を呼ぶ食べ物】セロリ

【全体運】アクティブに動き回れ

る月。何事にも意欲的に臨んで。

停滞していた事柄がスムーズに

展開していく予感も

【健康運】急な運動は避け、体を

慣らす必要あり

【幸運を呼ぶ食べ物】ダイコン

★☆★☆★☆★2月のあなたの運勢 ★☆★☆★☆★

営 農 部（販売・指導） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

購 買 生 活 課（購買店舗） ＴＥＬ ０４７６- ９３- １９１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ４８３２

購 買 生 活 課（生活事業） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

金 融 部（金融・共済） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

機 械 セ ン タ ー ＴＥＬ ０４７６- ９３- ８６８３ ＦＡＸ ０４７６- ９３- ８４８１

産 直 セ ン タ ー １ 号 店 ＴＥＬ ０４７６- ９１- ０５２０ ＦＡＸ ０４７６- ９１- ０５２１

産 直 セ ン タ ー ２ 号 店 ＴＥＬ ０４７６- ９０- ３３３１ ＦＡＸ ０４７６- ９０- ３３３２

総 務 部 ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

ＪＡ富里市直通電話番号一覧表

※緊急事故連絡先（夜間・休日）　TEL ０１２０- ２５８- ９３１・葬祭等 TEL ０４７６- ９２- ０９８３
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私たちライフアドバイザーが皆さまに安心をお届けします！

　新年明けましておめでとうございます。組合員並びに地域の皆さまにおかれましては、健やかに新春をお迎

えのこととお慶び申し上げます。

　旧年中は、信用・共済事業につきまして特段のご支援、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　本年も金融営業課一同、皆さまのお役に立てるよう一層努力して参ります。

　何卒変わらぬご愛顧のほど宜しくお願い申し上げます。

金融営業課　TEL：0476-93-2112(内線：330・331)

共済・貯金・各種ローン・年金受給のお手続きなど私達にお任せ下さい！

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
！

玉　山　亜希子 上　原　隆　之

川　村　多美子 林　田　輝　義

堀　越　雄　一 木　川　貴　弘

秋　葉　潤　一 三　谷　将　吾

（担当地区）

末広

中沢西部

立沢

葉山

（担当地区）

七栄中央

三区

武州

旭

（担当地区）

日吉倉新田

七栄第二

七栄第三

中沢東部

旧平

高松

（担当地区）

七栄第一

獅子穴

二重掘

二区

木戸前

（担当地区）

久能新田

大和台

根木名新田

太木

大堀

十倉

（担当地区）

双葉

吉川

高松入

四区

実の口

（担当地区）

日吉倉

久能

根木名

大和

高野

両国

宮内

（担当地区）

新橋

金掘

三区

二区
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切り干し大根

うま味と栄養が

凝縮した太陽の恵み

　どこか懐かしい味がする切り干

し大根の煮物は、どの世代にも人

気の定番のお総菜です。他にも、

シャキッとした歯応えを生かして、

あえ物や漬物にしたり、うま味

たっぷりの炊き込みご飯にしたり、

また、油と相性が良いので炒め物

にするなど、意外にさまざまな料

理に使え、保存も利くので常備し

ておきたい食材です。

　切り干し大根とは、その名の通

り、ダイコンを千切りにして乾燥

させたもの。かつては食料の少な

い冬を越すための、貴重な保存食

でした。天日で干すことで、甘味

が増し、うま味と栄養価が凝縮し

ます。生のダイコンに比べ、鉄

分やカルシウム、ビタミン B1・

B2が格段に増え、一方でかさは

1/10程度に減るので、これらの

栄養もたっぷり取ることができま

す。さらに食物繊維も豊富に含ま

れるので、動脈硬化の予防、便秘

解消、美肌にも効果的です。

　使うときは、さっと水で洗っ

てごみを除き、水気をしぼりま

す。あえ物など、火を通さずにそ

のまま食べるときには、熱湯に漬

け、ひと呼吸置いて、歯応えが残

るくらいのややかために戻します。

煮物や炒め物など加熱して食べる

ときは、たっぷりの水に 10～ 15

分漬け、中までしっかり戻すと味

が均一に染み込みやすくなります。

ただし長く戻し過ぎると風味が落

ちるので注意します。また、戻し

汁にもうま味があるので捨てずに

煮汁やみそ汁などに使うとよいで

しょう。

　乾物なので保存は利きますが、

時間の経過とともに風味が落ち、

褐色に変色するので、少量ずつ

買って早めに使い切るようにしま

す。湿気を嫌うので、密閉容器に

入れ日光の当たらない、乾燥した

涼しい場所で保存します。長く置

くときは冷凍保存します。

●作り方（１人分156kcal）

切り干し大根はさっと洗い、分量の水に約10分漬けて戻しま

す。水気をしぼり、4～5cm長さに切ります。戻し汁は取り置

きます。

エビは殻をむき、背わたがあれば取ります。大きければ2つに

切ります。Aをまぶします。

ネギは斜め薄切り、ショウガはみじん切りにします。ピーマン

は種を取り、細切りにします。Bは合わせておきます。

深めのフライパンに油大さじ1/2を熱し、強火でを炒めま

す。色が変わったら、ピーマンを加えてさっと炒め、取り出し

ます。

フライパンに油大さじ1/2を足し、弱火でショウガを炒めま

す。香りが出てきたら、ネギ、をほぐして加え、中火で炒め

ます。Bを加え、汁気がなくなるまで2～3分煮ます。を戻し

入れ、ひと混ぜします。

  撮影：中里一曉

●材料（2人分）

切り干し大根������ 30g

　水�������� カップ 1

エビ��������� 100g

Ａ　酒������小さじ 1/2

　　塩��������� 少々

　　かたくり粉��小さじ 1/2

サラダ油������ 大さじ 1

ネギ ��������� 1/2本

ショウガ ����� 小 1片（5g）

ピーマン �������� 1個

Ｂ　切り干し大根の戻し汁

　　　 ������カップ 1/2

　　しょうゆ ���小さじ 1/2

　　オイスターソース � 小さじ 1

RECI
PE 切り干し大根とエビの炒め煮� 調理時間 20 分
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ご飯を美味しく　食事を楽しく

作り方

　最初に、グリルまたは焼き網でシイタケと

油揚げを、両面を香ばしく焼く。シイタケ

は細く切り、油揚げは縦半分に切ってか

ら、細く切る。両方にしょうゆ少々をまぶ

しておく。

　アジを焼き、皮と骨を取って、粗くほぐす。

　かい割れダイコンは根元を切り、2～3cm

長さに切る（ダイコンの葉はやわらかいと

ころをつまみ、熱湯でさっとゆで、細かく

切って水気をしぼる。塩、少々をまぶして

使う）。

　ごまは焦がさないように温め、ペーパータ

オルなどの上で粗く切る。

　温かいご飯に、シイタケ、油揚げ、を混

ぜ、味を見て塩で調味する。器に盛り、かい

割れダイコン（ダイコンの葉）を散らす。

作り方

　サケは食べやすい大きさに切る。

　ジャガイモは皮をむいてひと口大の乱切

りにする。ダイコンは1cm厚さのいちょ

う切り、ニンジンは7mm厚さの半月切

りにする。こんにゃくは縦半分に切って

5mm厚さの短冊切りにする。

　ネギは2～3cm長さのぶつ切りにする。

　鍋に昆布と水カップ5（分量外）を入れ

中火にかけ、を入れて煮る。

　沸騰したら昆布を取り出し、野菜がやわ

らかくなるまで煮る。

　仕上がり際にを入れ、みそ（サケの塩

味で加減する）、酒、しょうゆを入れて

味を調える。

材料（４人分）

温かいご飯�������� 800g

アジの干物��������� 2枚

油揚げ������������1枚

シイタケ���������� 4枚

かい割れダイコン

（またはダイコンの葉・少々） �1パック

いりごま（白）������ 大さじ3

塩・しょうゆ������� 各少々

材料（４人分）

塩サケ�������2切れ（200g）

ジャガイモ���� 中 2個（300g）

ダイコン��������� 200g

ニンジン����� 1/2本（100g）

こんにゃく��������� 1/2

枚ネギ������������1本

昆布����������� 15cm

みそ�����������約50g

酒����������� 大さじ 1

しょうゆ�������� 小さじ 1

ご飯

もう

一品

干物のまぜご飯� １人分約 442kcal

三平汁� １人分約 215kcal

干物の別の食べ方としていかがでしょうか（焼き

冷ましのものも OK）。カマスもおいしいです。温

かいご飯に混ぜるだけで、簡単においしく栄養豊

富に作れます。ぜひ使ってほしいのがダイコンや

カブの葉。白い根の部分より栄養的です。

北海道の郷土料理。サケはアラの部分で十分で

すが食べやすいように切り身にしました。酒

かすも入れたら本格的。冬野菜をたっぷり入れ

て、熱々をいただき体を温めましょう。

11月末の事業実績

� 11月30日�現在

貯金残高� 19,624,809千円

貸出金残高� 5,870,819千円

長期共済保有高� 98,842,270千円

販売品販売高� 6,332,701千円

直売所売上高� 568,988千円

購買品供給高� 1,607,835千円

出 資 金� 539,255千円

組合員数� 2,937人

（正組合員：1,831人／

� 准組合員：1,106人）

出資金名義、組合員資格等の変更

が生じた場合、総務課までご連絡

ください。


